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W49a NeXT衛星搭載X線CCDカメラ SXIシステム開発の現状
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SXI(Soft X-ray Imager)は、2012-13年頃の実現を目指す次期X線天文衛星NeXT に搭載するX線CCDカメ
ラである。搭載するCCD素子の撮像領域でのピクセルサイズとフォーマットは 24× 24µm、2048× 2048である。
現在、SXI用に 2種類の CCDを開発中である。1つ目は電子を集めるタイプのNch-CCDを用いた 70 ∼ 100µm
の厚さの空乏層を持つ表面照射型である。もう 1つはホールを集める Pch-CCDであり、200 ∼ 300µmという非
常に厚い空乏層と裏面照射を同時に実現する。前者はベース、後者はゴールという位置付けをしている。 ベース
案はプロトモデルのCCD-NeXT1が完成し、現在ベース案の完成となるCCD-NeXT2の開発を行っている。ゴー
ル案でのテストデバイス開発では、既に 200µmの空乏層と裏面照射を同時に実現している。カメラシステムで
は、CCDウェハを直接支えるペルチェ素子の試作を進めている。また、DEおよびAEの構成やシステム的な検
討を行っている。本講演では SXIの開発の現状を報告する。


